














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，，　“adhuc expectaret apud villam suam　de　Harfleu　exinde　per　octo　dies，
　　「8日間の間、アルフルール付近において、今待っている」
54）Chancellorはイングランドにおいては大法官と訳され、王政に深く関わる重要
　　なポストである。しかしノルマンディーにおいてChancellorは王家の代官職を
　　指していた。そこでアキテーヌにおいてChancellor職はどのような位置にある
　　のか。断言することはできないが、ノルマンディー同様、代官職を指している
　　とされよう。
55）M．GAVale，　English　Gascony－　1399～1453－，Oxford　Univerg．　ity　Press，　1970．　p．74．
　　原文はボルドー議会議事録に所蔵されているが、筆者は未確認である。
56）Foedera、　IX．3t5．　Foederaは、この時期の英仏間の外交文書を編纂したもの。
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　　“me　foit　Dit＆Rapporte　plainement　que，　sans　faulte，　Ie　Roy，　nostre　dit　Seignur，　ara
　　Bataille，　par　ses　Adversairs，　au　pluis　tarde，　deins　Quinsze　Jours　prouchain　venans，”
　　「間違いなく私に明白に言われ、報告された。我々の主人である王は、彼自身
　　の敵によって、遅くともここ15日の問に戦うことになるだろう、と」
57）なお、臼5日以内」という表記も、ラテン語で「二週間以内」という意味をも
　　つことを注記しておこう。
58）　Gesta，　op．cit．　PP．62－64
　　‘‘Nam　quidam　asseruerunt　constanter　quod，　considerata　civili　discordia　et　letali　odio
　　inter　Ga］10rum　principes　et　ducem　Burgundie，　nollent　se　Galli　subtrahere　ab　interioribus
　　partibus　terre　et　fortitudine　eorum，…．　Quidam　vero　affirmabant　Gallicana，　si　adhuc
　　esset　cor　vel　aliqua　humanitas　in　eis，　non　possent　tolerare　tanli　dedecoris　maculam．”
　　「ある者は断言した。それはガリアの諸侯とブルゴーニュ侯の問の王国内部の
　　不和と死に至る嫌悪が考えられ、ガリア人たちは彼らの内部の土地や城塞から
　　抜け出すことを拒否するだろうし、（中略）。またある者はガリア人について断
　　言した。もし、彼らに心や人間性があれば、このような（イングランド勢の行
　　軍といった）不名誉を耐えられはしないだろう」
59）この時期のフランス王家を巡る政情は非常に複雑である。詳しくは堀越孝一
　　『ジャンヌ＝ダルク』朝日文庫1991を参照。
60）本稿ではJournal　d’un　bourgeois　de　Paris，1405－491　publie　d’apres　les　manuscrits　de
　　Rome　et　de　Paris　par　Alexandre　Tuetey，　Paris　，1881．を使用する。この史料はほぼ半
　　世紀に渡って筆者の視点で日常が記録されたものであり、日記の筆者は不明で
　　ある。詳細に関しては堀越孝一『中世の精神』小沢書店1990年に記載されてい
　　る論文「中世ナチュラリズムの問題」7～82頁、「『スウェーデン女王蔵書一九
　　二三番写本』の筆者について」208～42頁が非常に参考となる。以下『Journal』
　　と表記。引用箇所はJouma1，　ibjd．，　p．64．
　　“les　signeurs　de　France　ouirent　dire　que　les　Anglois　s，　en　alloient　par　la　Picardie，　si
　　les　tint　monseigneur　de　Charro1］ays　si　court　et　de　si　pres　qu，　ilz　ne　porent　passer　par　ou
　　ilz　cuidoyent．”
　　「フランスの諸侯はイングランド勢がピカルディー地方を通ることを聞き、も
　　しシャロレーの領主が彼ら（イングランド勢）、に非常に素早く接近したら、彼
　　ら（イングランド勢）が考えていた場所をほぼ通ることが出来ないと聞いた」
61）堀越孝一一一『プルゴーニュ家』講談社1996年81頁。
　　R．Vaughan，　Valois　Burgundy，　A川en　Lane，1975．　p51，
62）Ch．Allmand，　op．cit．，　p．67．
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63）　Vale，　oP．ciし，P．74．
64）　トゥークは現在はトゥーク川の下流域の町である。しかしヘンリー5世の時代、
　　河口が内陸部へ大きく入りこんでおり、港町を形成していたことが解ってい
　　る。
65）この時代、戦争は神明裁判の一種というとらえ方が一般的であった。アザンク
　　ールの勝利はヘンリー5世のフランスに対する主張の正当性の根拠となりえた
　　のである。
66）ヘンリー5世がブルゴーニュ侯に対して積極的な軍事援助を要請した記録が残
　　っているが、詳しい協定の内容は残っていない。Gestaによれば、ヘンリー5世
　　の要望に対してブルゴーニュ侯は色よい返事をしなかったという。Gesta．，
　　op，cit．，p．174．
67）　Foedera，爪1、　IX，483．
　　“circa　Recuperationem　nostrorum∫urium　praedictorum　prosequendam　jam　venimus，
　　＆in　hoc　Ducatu　nostro　Normanniae　hujus　dei　gratia，　constituimus　de　praesenti．”
　　「私の、先に述べた権利の追い求められるべき回復のために私はやってきた。
　　このノルマンディーの私の侯国に、神の恩寵によって、今より私は足を踏み入
　　れた」
68）Saint－Deny，op．cit．，　tom．皿，p．68．
　　“Et　quia　non　ignorabant　regem　Anglie　presumptuose　dixisse　quod　in　proximo　invitis
　　Francigenis　villam　Parisiensem　hostiliter　visitaret，　statuerunt　ut　ubique，　oppidis　et
　　fortericiis　per　que　transiturus　erat　armis　et　victualibus　munitis，　fosse　ipsa　ambientes　per
　　circuitum　fierent　profundiores　quam　ante，　resarcirentur　muri，　et　desuper　propugnacula
　　deffensiva　construerentur　lignea　et　lapidea，　in　quibus　obsidionalia　instrumenta　debite
　　collocarentur．”
　　「イングランド王を意に介さない人はいなかった。彼は尊大に、次は気が進ま
　　ないがフランスのパリの町を敵として訪れるだろう、と言った。どこもかしこ
　　も、武器や財産を運び込むための城や砦を建設し、それを以前よりも深い溝で
　　囲んだ。城壁を修復し、その上に防御用の塔を木材や石材で構築し、攻囲用の
　　道具が設置された」
69）Gesta，　op．cit．，p．180．
　　“ad　retundendam　obstinatam　et　plusquam　adamantinam　duriciam　Gallicorum，”
　　「弱めるべきフランスの頑迷さやダイヤモンドより固いフランスの固執さに対
　　して」
70）Gesta，　ibid．，　p．181．
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　　“ut　uterque　et　Francorum　et　Anglie　gladius　in　debitam　redeat　monarchiam，”
　　「フランスとイングランド双方の剣が、一人の君主に帰属されること」
71）　Gesta，　ibid．，　p，16．
　　“transfretare　disposuit　in　Normanniam　pro　ducatu　suo　Normannie　primitus
　　recuperando，”
　　「回復されるべき自分のノルマンディー侯国のためにノルマンディーに渡った」
72）Saint－Denys，op．cit．，　tom．HI，p」02．
73）Allmand，　op．cit．，p．ll5．
74）　なお、ウィリアムの生誕地についてはファレーズFalaise説も存在することを注
　　記する。
75）　Gesta，　oP．cit．，　P．160．
76）なお、『Saint－Denys』によると、オンフルールにて敗れたジェノヴァ艦隊はブ
　　ルターニュへ逃れ、以後敵対行動をとらなくなった。
　　Saint－Denys，　op．cit．，　tom．　HI，　P．98．
　　“Ceteras　vero　Januenses　in　Britaniam　deduxerunt，　nec　ausi　sunt　hostes　amplius
　　infestare．’，
　　「事実、他のジェノヴァ勢はブルターニュへ引き下がった。そして敵はもはや
　　いかなる攻撃する意図も持たなかった」
77）　Gesta，　op．cit．，　P．34．
　　“si　sibi　aperirent　ianuas　et　vi】lam　illam，　nobilem　porcionem　hereditariam　corone　sue
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　り’　Anglie　et　ducatus　sui Normannie， redderent，　ut　deberent，　libere　et　sine　v，i．
　　「もし彼（ヘンリー5世）に町の門を開くことは、彼のイングランド王位、お
　　よびノルマンディー侯位の後継者という高貴な地位を当然のように自由に無理
　　強いされずに戻すことである」
78）Saint－Denys，　op．cit．，　tom．M，p．102．
79）Allmand，　op．cit．，　pp．187－8．
80）Saint－Denys，　op．cit．，　tom．　m，pAOO．
81）1415年8月17日ノルマンディーに上陸した直後（Gesta，　op．cit．，　p．26．）、およびノ
　　ルマンディー北上行軍に出発した直後の10月8日（Gesta，　ibid．，　p．60．）に禁止令
　　を発布している。
82）Gesta，　ibid．，　p．68，教会から盗みを働いた兵士を処刑。
83）Saint－Denys，　op．cit．，tom．　H，p．556．
　　ここではイングランド兵士の特徴として、「食料不足に悩んでいる、フランス
　　で慣習となっていた娼婦を陣営に入れない、フランス人よりも住民に敬意を表
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　　　する、よく訓練されている、王の命令によく従う、熱意をもった発言に隊長か
　　　ら歩兵に至るまでが死ぬまで戦うことを誓う」と評価されている。
84）『Saint－Denys』には英仏間の外交交渉が詳細に記録されており、本節ではそれ
　　　を使用する。
85）Saint－Denys，　ibid．，　tom　H，p．502．』
86）Saint－Denys，　ibid．，　tom．　HI，p．106．
87）Saint－Denys，　ibid．，　tom．M，p．108．
88）　JournaL　oP．cit．，P．124．
　　　“et　la　parlementerent　aux　Engloys　aussi　par　treves　de　faire　aucun　mariaige；et　fut　une
　　　dure　chose　au　roy　de　France，。・・convint　qu’il　obeist　a　son　anxien　ennemy　morte1，
　　　pour　estre　contre　son　enfant　et　ceulx　de　la　bande　qui　nonobstant　treves　pil］oient
　　　tousjours　et　roboient　comme　devant．”
　　　「そこでイングランド勢と結婚を含めた休戦について議論された。それはフラ
　　　ンス王にとって死すべき昔からの敵に従うことを意味した。それも休戦協定に
　　　従わず、常に略奪し．盗みを働いている息子やその一味に対抗するためであった」
The　main　motive　of　Henry　V　in　Normandy．
MORIYA，　Naoki
　This　paper　analyzes　the　main　motive　of　Henry　V　in　Normandy．　The　usual　study
rationalized　the　motive　of　Henry　V　in　consistency　in　his　regime，　and　guessed　the
mainπiotive　in　Normandy　is　preparation　fbr　the　acquisition　of　succession　to　the
French　throne．
　But　I　think　that　such　consistency　is　imagined　from　the　consequence　of　his
achievement，　and　that　is　an　anachronism．
So，　this　paper　tries　to　abolish　such　anachronism，　and　to　analyze　the　main　moti．ve　of
Henry　V　in　Normandy　from　the　English　social　background　in　the　beginning　of
fifteenth　Century．
（人文科学研究科史学専攻　博士後期課程2年）
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